現代企業と倫理(上)　-De George の所説を手掛りにして経営(学)に対するビジネス倫理学の挑戦の意味を考えるー by 宮坂 純一

























れは今日の欧米諸国においてビジネス倫理(学) (business ethics) 教育が積極的に行われる
ようになってきたことであり，たとえば，アメリカにおいてもビジネス倫理(学〉教育が大学
(1) たとえば， 奥村宏稿「新しい企業像のためにJ (W世界JI 1992 年 2 月号)，がそれである。また，












「倫理学科目 (courses in ethics) はアメリカの諸大学においてずっと標準的な出しもの
く 2)
であり続けた。ビジネス倫理(学〉科目はきわめて最近の出しものである。」 これはR.




















( 2) R. T. De George, Business Ethics, 3rd ed, Macmillan Publishing Co. , New York, 1990, 
p. 111. この初版は，山田経三訳『経済の倫理』明石書店， 1985年として翻訳されている。
(3) J. Mahoney, Teaching Business Ethics In The UK, Euroρe And The USA. A Comρarative 
Stvdy, The Athlone Press, London, 1990, p. iv. 
( 4 ) P.V. Lewis,“Defining Business Ethics: Like Nailing lello to a Wall" , Journal 01 Busi. 












































































































(6) lbidリ p. 381. 
( 7 ) R.Cooke & L. Ryan,“The Relevance of Ethics to Management Education", ]ournal 01 
Management Develo，ρment， 1988, Vol 7, No 2, pp. 28-29. 
(8) 哲学者K. Goodpaster をフルタイムの教授として任命した最初のビジネス・スクーノレがノ、ーパ
ード・ピジネス・スクーノレで‘あった。 (N. Bowie,“Business Ethicsヘ in J. DeMarco & R. Fox 





















回答した高等教育機関の数は 665 であり， 317 校が，ビジネス倫理(学〉科目を開講してい





されていた。 271 科目が選択であり， 101 科目が必修である。 386 科目の年間受講者数は 3 万
5 千人と 4 万人の間と推定された。相対的に多数の科目(186科目〉が哲学部あるいは宗教学部
よって提供されており， (例えば，マネジメント，マーケティング，会計，経済，等々の〉ピ




( 9 ) Cook & Ryan, 0，ρ . cit. , p. 3. 
(10) W. Hoffman & J. Moore,“Results of a Business Ethics Curriculum Survey Conducted 





(学〉科目を提供していたのは 169 スクーノレで、あった(ただし， 259 科目が開講されていた)。
最も多い名称は「ビジネス倫理(学)J (97科目〉であり，第 2 位が「ビジネス&社会J (37科
目〉であった。 259 科目のなかの 197 科目が学部で提供され， 41科目が大学院で開講されてい
た。 39科目が学部と大学院に置かれていた。年間の受講学生数は 27000'"'-'32000 人である。 259















T. Donaldson & P. Werhance, Ethical Theory and Business, 
T. Beauchamp & N. Bowie, Ethical Issues in Business, 







(11) その内容を検討した Hoffman & Moore は，労働生活の質，コーポレート・ガヴァナンスに関す
る問題がとりあげられていないことに驚いているが，我々も同じ思いを強くする。
(12) J. Mahoney, o.ρ . cit., p. 27. 
(13) K. Hanson,“Book Review: Business Ethics", California Management Review, Vol. XXVI, 





















meeting of mind) をおこなうまえに解決しておくべきことが多数残されている。
ヴエントリー調査によれば，アンケートの対象となった教育機関は約1200校であれ回答し
てきた 655 機関の約40%に相当する 317 校においてビジネス倫理(学〉に関するコースが提供
されていた。このことは，逆に言えば，約60%に相当する 338 校ではビジネス倫理教育がフォ
ーマノレにおこなわれていないことを示しているが，その i338J に注目したのがし Hosmer 
(14) R. Cook & L. Ryan, 0ρ. cit. , pp. 36-37. 
(15) アメリカにはユニバーシティと提催した倫理学センターが12以上あるが，このヴエントリー・セン
ターはビジネス倫理学にだけに特化している珍しいセンターである。このセンターもそして Hoffm・
an 自身もビジネス・カレッジに属しているが，彼自身は哲学者である。 (N. Bowie, o.ρ . cit. , p. 
166.) 
(16) Ho百man & Moore，。ρ. cit. , p. 83. 
(17) Ibid. , 
(18) このような問題点を前提にしながらも， Hoffman & Moore は， ビジネス&社会コースを一応ピ
ジネス倫理に関するコースとして位置づけているが，両者を全く異なるものとして考えている人々も
いる。たとえば， N. Bowie もその一人である。彼によれば， ビジネス&社会コースにはたしかにピ
ジネスへの批判精神がみられ，それなりの価値をもっていたが，倫理的分析の点ではなにもみるべき
ものがないのであり，その意味でピジネス&社会コースはビジネス倫理〈学〉に関するコースではな
かったので、あり，両者は今後もお互いに異なるコースとして存在しつづけることになる。 (N. Bowie, 
。ρ . cit. , PP. 165-166.) 
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委員会に提出されたが，拒否されたので、あった。 Hosmer によれば，そのような提案は 8 年
後の 1985年においても拒否されるとし、う。何故か?
Hosmer は， (自分の大学を含めて)多くの大学がビジネス倫理(学)科目を拒否する理由












るモラル標準を適用で、きるように， 複雑な倫理問題を通して， モラル論証 (moral reasonｭ
ing) を教えることである。 Hosmer によれば，その違いは「我々は正しい行動をとるべきか」
と「我々がとるべき正しい行動は何か」の違いなのであり，それらは全く別の世界の事柄なの
(19) L. Hosmer,“The Other 338: Why a Majority of Our Schools of Business Administration 
Do Not Offer a Course in Business Ethics", Journal of Business Ethics, 4 (1985). 







































































(22) J. Ganz & N. Hayes,“Teaching Business Ethicsヘ Journal 01 Business Ethics, 1988 Sepｭ









2. ビジネス倫理学とはなにか?一一一De George のビジネス倫理学構想一一一
2.1. ビジネス倫理学成立小史
アメリカにおいてピジネス倫理学が 1 つの学問分野として形を整えはじめたのは， R. De 















(23) R. T. DeGeorge,“The Status of Business Ethics: Past and Future", Journal of Business 
Ethics, 1987, Vol. 6, No 3, p. 201. 
(24) Ibid., pp. 201-211. 
(25) N. Bowie は，カンサス大学において哲学部とピジネス・カレッジの共同主催のもとで第 1 回ピジ
ネス倫理会議が開催された時点 (1974年11月〉をピジネス倫理学誕生の年と考えている (N. Bowie, 
op. cit., p. 158.). 
(26) R. T. Deorge には多数の著作があるが，ここで注目した彼の業積は，注(1)と注(23)のそれと，
“Theological Ethics and Business Ethicsヘ Journal of Business Ethics 5 (1986) そして“There
is Ethics in Business Ethics; But There's More As Well", Journal of Business Ethics 8 (1989) 
である。ピジネス倫理学の歴史については特に注(23)の論文にて論じられている。そしてその De
George の論文の翻訳として，宮坂純一訳「ビジネス倫理学の現在，過去そして未来J (奈良産業大














カの司教によって執筆されたアメリカ経済に関する司教教書 (Pastoral Letter) はその最近
の代表的な事例である
これらの活動は確かにすべて重要で、あった。だがそれは正確には， De George によれば，
ビジネスにおける倫理学 ethics in business として特徴づけられるものである。倫理が，政
府，政治，家族，個人生活，性，職業そして人生の他のアスペクトと同じ様に，ビジネスに適
































































































統一的な共通の理解が必ずしも存在しているわけではないようである。この点， De George 
自身は， 1985年からその分野の「守備範囲J をはっきりと定める (defining the 五eld) 時期
に入ったと考え，その発達の展望を与えると同時にその研究対象を示している。



















研究するものにはいくつかの課題が課せられる。 De George によれば，そのような課題は 5
(27) 代表的なテキストの内容が各々独自な構成をとっていることがこのことを示Lている。
く28) このような 3分法発想は， De George だけでなく，たとえば， K. Goodpaster にもみられる
(これについては， R. Buchholz, Fundamental Conce?s and Problems in Business Ethics, 
PrenticεHall， New ]ersey, 1989, pp. 32-33 を参照。〉また， E. Epstein によれば， ピジネス倫
理はつぎの 4 つの次元に分類される。 (1)マクロ・レベル(体制レベノレ)， (2)中間レベノレ， (3)組織レベ





































(29) R. DeGeorge,“The Status of Business Ethics: Past and Future", pp. 204-205. 
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